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(57)【要約】
【課題】減耗度を簡便に確認できる遮熱コーティングな
らびにこれを用いたガスタービン部品およびガスタービ
ンを提供するものである。
【解決手段】本発明にかかる遮熱コーティング２１は、
部分安定化ジルコニアで構成されるセラミックス層２５
を有する遮熱コーティング２１であって、このセラミッ
クス層２５は、厚さ方向に隣り合う層で色が異なる複数
の分割層である表層２７、第２層２９および第３層３１
によって構成され、分割層は全ての層が部分安定化ジル
コニアで構成され、且つ、分割層は色の異なる安定化材
を用いて形成されていることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部分安定化ジルコニアで構成される遮熱層を有する遮熱コーティングであって、
　該遮熱層は、厚さ方向に隣り合う層で色が異なる複数の分割層によって構成され、
　前記分割層は全ての層が部分安定化ジルコニアで構成され、且つ、前記分割層は色の異
なる安定化材を用いて形成されていることを特徴とする遮熱コーティング。
【請求項２】
　前記各分割層は、全て色が異なっていることを特徴とする請求項１に記載の遮熱コーテ
ィング。
【請求項３】
　前記分割層は、前記色の異なる安定化材を混合して用いることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の遮熱コーティング。
【請求項４】
　前記色の異なる安定化材は、酸化イットリウム（Ｙ２Ｏ３）、酸化エルビウム（Ｅｒ２

Ｏ３）、酸化ネオジム（Ｎｄ２Ｏ３）、酸化ジスプロジウム（Ｄｙ２Ｏ３）、酸化サマリ
ウム（Ｓｍ２Ｏ３）から成る群より選択されることを特徴とする請求項１から３のいずれ
かに記載の遮熱コーティング。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の遮熱コーティングが施されていることを特徴とする
ガスタービン部品。
【請求項６】
　請求項５に記載のガスタービン部品を用いていることを特徴とするガスタービン。
【請求項７】
　排気ガスから塵芥を分離回収する集塵装置が備えられていることを特徴とする請求項６
に記載のガスタービン。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮熱コーティングならびにこれを用いたガスタービン部品およびガスタービ
ンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、ガスタービンの動翼や静翼、あるいは燃焼器の内筒や尾筒あるいは分割環な
どの高温部品は、高温環境下にて使用されるため、一般に、その表面に遮熱コーティング
が施されている（特許文献１参照）。
　従来、遮熱コーティングは、動翼等の基材上にＭＣｒＡｌＹ合金（Ｍは、ＮｉやＣｏや
Ｆｅ等の単独元素またはそれらの２種類以上の元素の組み合わせ）よりなる金属結合層が
積層され、さらにその上にトップコートとして、たとえば、イットリア部分安定化ジルコ
ニア（ＺｒＯ2・８Ｙ２Ｏ３）等の部分安定化ジルコニアで形成されたセラミックス層、
が積層された構成となっている。
【０００３】
　タービンが高温で長時間運転されると、高温部品の表面に施された遮熱コーティングは
熱的損傷を受ける。また、たとえば、高炉ガス焚きガスタービンでは、燃焼ガス中に酸化
鉄などの粒子が含まれているので、この粒子が飛来し遮熱コーティングに当接し機械的損
傷を与える。
　これらにより、遮熱コーティングには摩耗したり、剥離したりして、厚さが薄くなる部
分が発生する。このように遮熱コーティングの厚さが薄くなると、所定の遮熱効果を発揮
できなくなり、高温部品に高温が作用するようになるので、高温部品が熱的に損傷する可
能性は大きくなる。
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【０００４】
　このため、ガスタービンでは、たとえば、所定運転時間毎に遮熱コーティングの厚さ、
すなわち、減耗の程度を測定し、その結果によって補修するあるいは再コーティングする
時期を決めている。
　従来、遮熱コーティングの厚さは、高温部品を取出し、それを切断して測定されるか、
あるいは、切断せず、たとえば、渦電流探傷法等を用いて測定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３７６６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、高温部品を取出し切断して測定するものでは、対象となった高温部材は再度
利用できず、新しいものと交換する必要があるので、経済的でない。
　また、渦電流探傷法等を用いて測定するものでは、測定装置を用いて測定する必要があ
るので、ガスタービン設置場所で、短時間で、かつ、簡便に測定することができない。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑み、減耗度を簡便に確認できる遮熱コーティングならびにこれ
を用いたガスタービン部品およびガスタービンを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明にかかる遮熱コーティングは、部分安定化ジルコニアで構成される遮
熱層を有する遮熱コーティングであって、該遮熱層は、厚さ方向に隣り合う層で色が異な
る複数の分割層によって構成されていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、遮熱層は、厚さ方向に隣り合う層で色が異なる複数の分割層によって
構成されているので、たとえば、表面の分割層が減耗して次層の分割層が表面に現れる部
分があるとその部分の色が他の部分と異なる色となる。さらに、下の層が表面に現れると
また、周囲と色が異なることになる。
　したがって、遮熱コーティングの色を目視で観察することによって遮熱コーティングの
減耗度を判断できるので、遮熱コーティングの減耗度を簡便に確認することができる。
　なお、分割層の数は、適宜数とされるが、遮熱コーティングを補修するあるいは再コー
ティングする時期を決めるためであれば、２～３層で十分である。
【００１０】
　上記発明において、前記分割層は、全て色が異なっていることが好ましい。
　たとえば、表面の分割層と表から３番目の分割層が同じ色であれば、遮熱コーティング
が減耗して表から３番目の分割層が現れている場合でも、それが表面の分割層と判断され
る可能性があるが、この発明のように全て色が異なる分割層としていれば、この誤判断を
防止することができる。
【００１１】
　上記発明の参考例において、前記部分安定化ジルコニアは、安定化材として酸化イット
リウム（Ｙ２Ｏ３）を用い、前記各分割層に用いられるジルコニアは、その純度が変化さ
せられているようにしてもよい。
【００１２】
　酸化イットリウムを安定化材として用いたイットリア部分安定化ジルコニアは、ジルコ
ニアの色になる。ジルコニアの色は、その純度、特に、不純物として含まれる二酸化ケイ
素（ＳｉＯ２）の量によって色が白色から黄色に変化する。すなわち、ジルコニアは純度
が低くなり、二酸化ケイ素の量が多くなる程黄色となる。
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　たとえば、二酸化ケイ素が０．０５％以下の超高純度グレードのジルコニアを用いたイ
ットリア部分安定化ジルコニアは白色となる。二酸化ケイ素が０．３ｗｔ％を越える通常
グレードのジルコニアを用いたイットリア部分安定化ジルコニアは黄色となる。二酸化ケ
イ素が０．１ｗｔ％前後の高純度グレードのジルコニアを用いたイットリア部分安定化ジ
ルコニアはやや黄色となる。言い換えると、二酸化ケイ素が０．０５ｗｔ％を越え０．０
３％ｗｔ以下のグレードのジルコニアを用いたイットリア部分安定化ジルコニアはやや黄
色となる。
　したがって、ジルコニアの純度を変化させて分割層を形成することによって、分割層の
色を層毎に変化させることができる。しかも、市販のジルコニアで、所定純度のものを用
いるだけでよいので、調整が容易である。
　この場合、判断の容易さを考えると、表面からグレードのよい順あるいは悪い順に、順
次変化するようにするのが好ましい。
　また、遮熱コーティングの強度を考えると、最下層に超高純度グレードのジルコニアを
用いるようにするのが好ましい。
【００１３】
　上記発明において、前記分割層は、色の異なる安定化材を用いて形成されている。
　部分安定化ジルコニアは、安定化材によって特異な色となるものがある。少なくとも隣
り合う分割層でこの特異な色となる安定化材を用いることによって、色の異なる分割層を
形成することができる。
【００１４】
　この場合、前記分割層は、前記色の異なる安定化材を混合して用いるようにしてもよい
。
　このようにすると、色が混合して異なる色を形成することができる。これにより、色の
種類を多様化できる。
　このとき、混合比を変えて、混合した色を変えるようにしてもよい。このようにすると
、色の多様化を一層はかることができる。
【００１５】
　また、上記発明において、前記色の異なる安定化材は、酸化イットリウム（Ｙ２Ｏ３）
、酸化エルビウム（Ｅｒ２Ｏ３）、酸化ネオジム（Ｎｄ２Ｏ３）、酸化ジスプロジウム（
Ｄｙ２Ｏ３）、酸化サマリウム（Ｓｍ２Ｏ３）から成る群より選択されることとしてもよ
い。
　超高純度のジルコニアを用いた場合、これらの安定化材を用いた部分安定化ジルコニア
は、特有な色を持つので、異なる色を持つ分割層を容易に形成することができる。
　すなわち、酸化イットリウムは白色、酸化エルビウムはピンク色、酸化ネオジムは青色
、酸化ジスプロジウムおよび酸化サマリウムは黄色の部分安定化ジルコニアを形成する。
【００１６】
　また、本発明にかかるガスタービン部品は、上記の遮熱コーティングが施されているこ
とを特徴とする。
【００１７】
　このように、減耗した部分があるとその部分の色が他の部分と異なる色となる遮熱コー
ティングが施されているので、ガスタービン部品は目視するだけ、すなわち、非破壊で遮
熱コーティングの減耗状態を確認することができる。
　このため、ガスタービン設置場所で、遮熱コーティングの減耗度を短時間で、かつ、簡
便に判定することができる。また、その結果を遮熱コーティングの補修あるいは再コーテ
ィングの時期の決定に反映できるので、ガスタービン部品の信頼性を向上させることがで
きる。
【００１８】
　また、本発明にかかるガスタービンは、上記のガスタービン部品を用いていることを特
徴とする。
　このように信頼性の高いガスタービン部品を用いているので、ガスタービンの信頼性を
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向上させることができる。
【００１９】
　このガスタービンによれば、排気ガスから塵芥を分離回収する集塵装置が備えられてい
ることが好ましい。
　このようにすると、ガスタービン部品に施された遮熱コーティングが運転中に磨耗ある
いは剥離した際に発生する皮膜粉塵が塵芥として集塵装置によって分離回収される。
　この回収された皮膜粉塵を目視し、色合いを見ることによって遮熱コーティングの減耗
の度合いを推定することができる。なお、皮膜粉塵を組成分析するようにしてもよい。
　このように、運転中に定期的に行われる、たとえば、フィルタ交換時に遮熱コーティン
グの減耗の度合いを推定できるので、ガスタービンを停止することなく遮熱コーティング
の減耗状態を監視することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、遮熱層は、厚さ方向に隣り合う層で色が異なる複数の分割層によって
構成されているので、遮熱コーティングの減耗度を簡便に確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の参考例にかかる遮熱コーティングの構成を示す断面図である。
【図２】本発明の遮熱コーティングが施された高温部品を用いているガスタービンの全体
概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかる遮熱コーティングの別の実施形態の構成を示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の一実施形態にかかる遮熱コーティングについて、図面を参照して説明する。
　なお、本発明は以下に示す実施形態に何ら限定されるものではなく、適宜変更して実施
することが可能である。
　図１は、遮熱コーティングの構成を示す断面図である。図２は、この遮熱コーティング
が施された高温部品を用いているガスタービンの全体概略構成を示すブロック図である。
【００２３】
　ガスタービン１には、圧縮機３と、燃焼器５と、タービン７と、とが備えられている。
　圧縮機３の回転部とタービン７の回転部とは回転軸９によって連結されており、一体と
なって回転される。
　回転軸９は、タービン７の回転動力を伝達するものであり、例えば、発電機１１に連結
されて電力を発生することができるようになっている。
　タービン７には、図示は省略するが、回転軸９の周囲から外方に向けて突出する多数の
動翼と、略円筒形状をなすケーシングから内方に向けて突出する多数の静翼とが備えられ
ている。
【００２４】
　圧縮機３は、吸入した空気を連続的に圧縮し、この圧縮空気の大部分を燃焼器５に送る
ものである。
　燃焼器５は、圧縮機３から供給される圧縮空気と図示しない供給源から供給される燃料
とを混合・燃焼させて高温高圧の燃焼ガスを生成する。燃焼器５は、この燃焼ガスをター
ビン７に供給する。
　燃焼器５からタービン７に供給された高温高圧の燃焼ガスは各静翼によって膨張し圧力
降下させられ、排気ガスとして排気される。これにより発生した運動エネルギーは、回転
軸９に取付けられた各動翼を介して回転トルクに変換される。そして、発生した回転トル
クは、回転軸９に伝達され、発電機１１が駆動される。
【００２５】
　排気ガスが排気される排気ダクトには、排気ガス処理の一貫として排気ガス中の粉塵を
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捕集する集塵機１３が備えられている。
　集塵機１３としては、電気集塵機、遠心力集塵装置、慣性力集塵装置等適宜の形式のも
のが用いられる。
【００２６】
　ガスタービン１を構成する部品（ガスタービン部品）の内、高温高圧の燃焼ガスに接触
する燃焼器５の内筒および尾筒等ならびにタービン７の動翼、静翼および分割環等は、特
に、高温部品と称される。
　これらの高温部品には、図１に示される本発明の参考例にかかる遮熱コーティング２１
が施されている。
　たとえば、動翼の基材１９の表面に施された遮熱コーティング２１は、アンダーコート
としての金属結合層２３と、トップコートとしてのセラミックス層（遮熱層）２５とで構
成されている。
【００２７】
　金属結合層２３は、耐食性および耐酸化性に優れたＭＣｒＡｌＹ合金（Ｍは、ＮｉやＣ
ｏやＦｅ等の単独元素またはそれらの２種類以上の元素の組み合わせ）によって形成され
ている。
　金属結合層２３は、基材１９とセラミックス層２５との熱膨張係数の差を小さくして熱
応力を緩和する機能を有し、セラミックス層２５が基材１９から剥離するのを防ぐ機能を
有している。
　金属結合層２３は、たとえば、低圧プラズマ溶射法または電子ビーム物理蒸着法（ＥＰ
－ＰＶＤ）を用いて、たとえば、０．１ｍｍの厚さに成膜されて形成される。
【００２８】
　セラミックス層２５は、酸化イットリウム（Ｙ２Ｏ３）を安定化材として用いた部分安
定化ジルコニアであるイットリア部分安定化ジルコニアによって形成されている。酸化イ
ットリウムは、たとえば、８ｗｔ％の割合で添加されている。
　セラミックス層２５は、たとえば、低圧プラズマ溶射法を用いて、たとえば、０．３ｍ
ｍの厚さに成膜されて形成されている。
　なお、セラミックス層２５は、厚さに比例して遮熱効果が大きくなるが、厚さが過大に
なると剥離を生じやすくなる。一方、逆に薄いと遮熱効果が低くなるため、その厚さは０
．２５～０．７ｍｍの範囲とすることが好適である。より好ましい厚さの範囲は０．３～
０．５ｍｍである。
【００２９】
　セラミックス層２５は、表面側から相互に色が異なる表層（分割層）２７、第２層（分
割層）２９および第３層（分割層）３１の３層に分割されている。これらは、次のように
して形成されている。
　低圧プラズマ溶射法によってセラミックス層２５を略０．３ｍｍの厚さに成膜する場合
、溶射のパス数は、たとえば、９回程度である。
　本発明の参考例では、溶射のパス数が３回毎に、原料となるジルコニア（ＺｒＯ２）の
グレードを変化させている。
【００３０】
　すなわち、金属結合層２３の上に、まず、不純物として含まれる二酸化ケイ素（ＳｉＯ

２）が０．０５％以下である超高純度グレードのジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗｔ
％の酸化イットリウムの粉末を混合し、それを低圧プラズマ溶射法によって３パスの溶射
を行い、第３層３１を形成する。
　次いで、第３層３１の上に、不純物として含まれる二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）が０．１
％程度である高純度グレードのジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗｔ％の酸化イットリ
ウムの粉末を混合し、それを低圧プラズマ溶射法によって３パスの溶射を行い、第２層２
９を形成する。
【００３１】
　次いで、第２層２９の上に、不純物として含まれる二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）が０．３
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％を越える通常グレードのジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗｔ％の酸化イットリウム
の粉末を混合し、それを低圧プラズマ溶射法によって３パスの溶射を行い、表層２７を形
成する。
　これにより、それぞれ略０．１ｍｍの厚さを持つ、表層２７、第２層２９および第３層
３１が形成され、合わせて略０．３ｍｍのセラミックス層２５が形成される。
【００３２】
　このとき、酸化イットリウムは白色であるので、イットリア部分安定化ジルコニアは、
ジルコニアの色によって決定される。ジルコニアの色は、その純度、特に、不純物として
含まれる二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）の量によって色が白色から黄色に変化する。
　すなわち、二酸化ケイ素の含有量が０．０５ｗｔ％以下の超高純度グレードのジルコニ
アは白色であり、二酸化ケイ素の含有量が０．３ｗｔ％を越える通常グレードのジルコニ
アは黄色である。
　このように、ジルコニアは純度が低くなり、二酸化ケイ素の量が多くなる程黄色となる
。このため、二酸化ケイ素の含有量が０．０５ｗｔ％を越え０．０３ｗｔ％以下のジルコ
ニアは二酸化ケイ素の含有量に応じた色調の黄色を帯びる。
【００３３】
　したがって、二酸化ケイ素が０．０５ｗｔ％以下の超高純度グレードのジルコニアを用
いたイットリア部分安定化ジルコニアで形成された第３層３１は白色となる。二酸化ケイ
素が０．１ｗｔ％程度の高純度グレードのジルコニアを用いたイットリア部分安定化ジル
コニアで形成された第２層２９はやや黄色となる。二酸化ケイ素が０．３ｗｔ％を越える
通常グレードのジルコニアを用いたイットリア部分安定化ジルコニアで形成された表層２
７は黄色となる。
【００３４】
　このように、ジルコニアの純度を変化させて表層２７、第２層２９および第３層３１を
形成することによって、表層２７、第２層２９および第３層３１の色を層毎に変化させる
ことができる。しかも、市販のジルコニアで、所定純度のものを用いるだけでよいので、
調整が容易である。
　また、最下層である第３層３１に超高純度グレードのジルコニアを用いるようにするの
が遮熱コーティング２１の強度の面からみると好ましい。
　なお、表層２７に超高純度グレードを用い、第２層２９および第３層３１に向かい純度
の低いグレードのものを用いるようにしてもよい。
【００３５】
　この遮熱コーティング２１が施された高温部品を用いたガスタービン１が高温で長時間
運転されると、高温部品の表面に施された遮熱コーティング２１は熱的損傷および機械的
損傷を受けるので、遮熱コーティング２１は摩耗したり、剥離したりして、厚さが薄くな
る部分が発生する。
　このとき、表層２７が減耗して第２層が表面に現れる部分があるとその部分の色は他の
部分の黄色よりも薄い黄色となる。さらに、第３層が表面に現れると、その部分の色は周
囲の黄色に対して白色となる。
【００３６】
　定期点検等で、ガスタービン１の運転を停止した機会に、たとえば、スコープ等で高温
部品を目視により観察する、あるいは、一部分解して高温部品を取出して目視により観察
すると、減耗した部分の色が他の部分と異なる色となるので、遮熱コーティング２１の減
耗状態を確認することができる。
　これにより、ガスタービン１の設置場所で、遮熱コーティング２１の減耗度を短時間で
、かつ、簡便に判定することができる。また、その結果を遮熱コーティング２１の補修あ
るいは再コーティングの時期の決定に反映できるので、遮熱コーティング２１は本来の機
能を奏し、高温部品の基材１９に高温が作用することを抑制できる。これにより、高温部
品、ひいてはガスタービンの信頼性を向上させることができる。
【００３７】
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　なお、本発明の参考例のように排気ガスが排気される排気ダクトに、排気ガス中の粉塵
を捕集する集塵機１３が備えられていると、高温部品に施された遮熱コーティング２１が
運転中に磨耗あるいは剥離した際に発生する皮膜粉塵が塵芥として集塵装置１３によって
分離回収される。
　この回収された塵芥を目視し、色合いを見ることによって遮熱コーティング２１の減耗
の度合いを推定することができる。なお、この場合、より正確さを求めると、皮膜粉塵の
組成を分析するようにしてもよい。
　このように、運転中に定期的に行われる、たとえば、フィルタ交換時に遮熱コーティン
グの減耗の度合いを推定できるので、ガスタービン１の運転を停止することなく遮熱コー
ティング２１の減耗状態を監視することができる。
【００３８】
　なお、上記本発明の参考例では、表層２７、第２層２９および第３層３１が、原料とな
るジルコニアのグレードを変えたイットリア部分安定化ジルコニアで形成されるようにし
ているが、本発明の実施形態では、色の異なる安定化材を用いた部分安定化ジルコニアで
形成されるようする。
　すなわち、図３に示されるように、金属結合層２３の上に、まず、超高純度グレードの
ジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗｔ％の酸化ネオジム（Ｎｄ２Ｏ３）の粉末を混合し
、それを低圧プラズマ溶射法によって３パスの溶射を行い、ネオジア部分安定化ジルコニ
アの第３層３１を形成する。
【００３９】
　次いで、第３層３１の上に、超高純度グレードのジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗ
ｔ％の酸化エルビウム（Ｅｒ２Ｏ３）の粉末を混合し、それを低圧プラズマ溶射法によっ
て３パスの溶射を行い、エルビア部分安定化ジルコニアの第２層２９を形成する。
　次いで、第２層２９の上に、超高純度グレードのジルコニアの粉末に、たとえば、８ｗ
ｔ％の酸化イットリウムの粉末を混合し、それを低圧プラズマ溶射法によって３パスの溶
射を行い、イットリア部分安定化ジルコニアの表層２７を形成する。
　これにより、それぞれ略０．１ｍｍの厚さを持つ、表層２７、第２層２９および第３層
３１が形成され、合わせて略０．３ｍｍのセラミックス層２５が形成される。
【００４０】
　このとき超高純度グレードのジルコニアは白色であるので、表層２７は酸化イットリウ
ムの白色に、第２層は酸化エルビウムのピンク色に、第３層は酸化ネオジムの青色を帯び
ることになる。
　すなわち、表層２７、第２層２９および第３層３１は、厚さ方向で隣り合う層の色が異
なり、かつ、全ての層の色が異なるように形成される。
【００４１】
　このような安定化材としては、黄色の酸化ジスプロジウム（Ｄｙ２Ｏ３）および酸化サ
マリウム（Ｓｍ２Ｏ３）を用いるようにしてもよい。
　このとき、前記した色の異なる安定化材を混合して用いるようにしてもよい。たとえば
、酸化エルビウムと酸化ネオジムとを混合すると紫色の層を形成することができる。これ
により、色の種類を多様化できる。
　このとき、混合比を変えて、混合した色を変えるようにしてもよい。このようにすると
、色の多様化を一層はかることができる。
【００４２】
　この遮熱コーティング２１が施された高温部品を用いたガスタービン１が高温で長時間
運転されると、高温部品の表面に施された遮熱コーティング２１は熱的損傷および機械的
損傷を受けるので、遮熱コーティング２１は摩耗したり、剥離したりして、厚さが薄くな
る部分が発生する。
　このとき、表層２７が減耗して第２層が表面に現れる部分があるとその部分の色は他の
部分の白色と異なるピンク色となる。さらに、第３層３１が表面に現れると、その部分の
色は周囲の白色あるいはピンク色と異なる青色となる。
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【００４３】
　定期点検等で、ガスタービン１の運転を停止した機会に、たとえば、スコープ等で高温
部品を目視により観察する、あるいは、一部分解して高温部品を取出して目視により観察
すると、減耗した部分の色が他の部分と異なる色となるので、遮熱コーティング２１の減
耗状態を確認することができる。
　これにより、ガスタービン１の設置場所で、遮熱コーティング２１の減耗度を短時間で
、かつ、簡便に判定することができる。また、その結果を遮熱コーティング２１の補修あ
るいは再コーティングの時期の決定に反映できるので、遮熱コーティング２１は本来の機
能を奏し、高温部品の基材１９に高温が作用することを抑制できる。これにより、高温部
品、ひいてはガスタービンの信頼性を向上させることができる。
【００４４】
　なお、本実施形態では、セラミックス層２５は、表層２７、第２層２９および第３層３
１の３層に分割されているが、この分割の数はこれに限らず、目的に応じて適宜数として
よい。
【符号の説明】
【００４５】
１　ガスタービン
１３　集塵装置
２１　遮熱コーティング
２５　セラミックス層
２７　表層
２９　第２層
３１　第３層

【図１】

【図２】

【図３】
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